
金
滞
古
蹟
志
管
官
三

り
た
る
よ
し
古
仰
続
あ
り
て
、
久
保
市
の
市
同
盟
は
古
宮
部
な
る
よ
し

な
り
。
さ
れ
ば
共
の
後
此
の
近
江
町
の
地
に
、
吏
陀
市
判
明
を
山
地
て
た

り
し
ゅ
ゑ
今
市
と
裕
し
.
途
K
一
村
落
と
は
成
り
た
る
な
ら
ん
か
。

然
ら
ば
市
姫
刷
も
共
の
時
代
よ
り
の
葱
一
枇
K
て
、
今
此
の
地

K
魚
市

主
立
て
、
抑川
草
辻
氏
m
H
物
市
を
ば
立
て
け
る
も
‘
い
に
し
へ
今
市
村

あ
り
し
別
よ
り
の
名
残
陀
て
や
あ
ら
ん
か
。
金
律
事
政
必
帆
却
に
、
近

江
町
は
背
山
崎
村
の
地
陀
て
.
今
町
ま
で
か
け
て
山
崎
町
と
一
耳
ふ
。

市
娘
刷
は
山
崎
明
榊
也
。
此
の
山
崎
村
を
町
地
に
命
ぜ
ら
れ
.
共
の

代
地
を
小
立
叫
叫
に
て
被
ν
下
。
今
の
山
崎
領
也
。
と
あ
り
。
右
山
崎
村

山
崎
明
榊
の
都
民
よ
せ
て
.
近
江
町
市
姫
枇
の
事
と
す
る
は
非
な

り
。
叉
近
江
川
の
地
主
山
崎
の
村
地
也
と
い
へ
る
も
、
附
合
の
稔
な

る
べ
し
。

-1:; 
凹

金
津
古
蹟
志
春
廿
四

城

西
宗
叔

町
筋

。
高

岡

町

松
町
は
、
附
院
長
年
中
哲
滞
二
世
間
川
正
二
位
大
納
官
利
長
卿
養
老
附
の

持
士
、
越
中
前
岡
陀
て
準
仕
せ
し
を
、
故
あ
り
て
金
津
へ
開
削
さ
れ
し

が
・
北
(
の
尉
邸
地
を
此
の
地
に
て
賜
は
る
に
依
っ
て
、
町
名
主
高
岡

町
と
呼
べ
り
。
故
陀
府
出稼
中
は
柑
同
士
の
み
居
住
せ
り
。

O
高
岡
町
来
歴

有
川
阿
武
貞
の
金
俸
制
見
聞
絡
に
云
ふ
。
度
長
十
年
・
同
十
六
年
間
度

民
、
越
中
日
間
よ
り
侍
中
大
・中
小
身
共
引
魁
を
仰
向
さ
る
。
利
長

卿
御
隠
居
倒
廿
二
高
石
之
内
、

十
瓜
石
分
と
六
高
石
分
と
雨
皮
K
侍

中
引
越
仰
付
ら
れ
日此
の
引
越
衆
の
屋
敷
地
主
高
岡
町
と
い
ふ
。
と
島

り
。
右
引
越
と
い
ふ
は
、
高
岡
よ
り
金
津
へ
按
宅
す
る
を
い
へ
り
。

初
士
宮
行
鍬
に
は
、
公
致
仕
制
之
内
十
悶
石
分
配
返
さ
る
h
時
の
士

町
は
‘
今
枝
民
部
遊
の
高
岡
町
な
り
。
叉
共
の
後
六
高
石
介
返
さ
る

企
部
古
蹟
志
巻
廿
四

る
時
の
土
町
は
、
波
野
川
沙
走
法
の
高
間
町
の
地
と
云
ふ
。
と
あ
り
。

三
州
芯
槌
義
飴
考
K
云
ム
。
瑞
酎
凶
公
養
老
領
の
内
十
郎
石
分
を
返
さ

る
h

は
院
長
十
七
年
陀
て
、
此
の
時
従
陸
前
聞
栄
作
を
始
と
し
て
三

十
九
人
.
知
行
間
泊
計
十
前
五
百
三
十
石
主
り
。
迫
っ
て
六
高
石
分

を
返
さ
る
、
事
は
定
か
な
ら
宇
と
い
へ
り
。
平
次
按
宇
る

K
.
有
潔

武
貞
の
古
兵
談
朱
伎
に
、
川
町
ヰ
長
十
年
よ
り
御
隠
居
、
越
中
宮
山
御
在

披
、
同
十
四
年
前
向
へ
御
移
り
.
御
隠
居
知
什
二
成
石
之
出
陣
‘
同
十

六
年
K
六
前
石
分
金
源
へ
御
返
陀
て
十
六
時
石
と
成
る
を
、
共
の
後

叉
十
高
石
介
金
滞
へ
御
返
被
ν
成
、
只
六
府
石
御
隠
居
知
之
山
内
同
十

九
年
之
稼
叉
五
高
石
分
御
返
陀
て
、
逝
去
の
頃
は
漸
く
一
政
石
程

御
料
也
と
云
仰
へ
た
り
。
と
戦
せ
た
れ
ど
、
此
の
訟
も
過
聞
に
ゃ
あ

ら
ん
。
今
枝
諮
陀
は
、
監
長
十
八
年
実
丑
.
瑞
飽
院
殴
令
‘盛
直
奉
一
日仕

微
妙
院
殿
吋山
楠
町
山
会
御
隠
居
地
拾
瓜
石
之
内
。
以
=
二
高
石
'
令
v

附
a
微
妙

院
殿
-
各
反
剛
金
調
陣
~
E直
共
列
也
。
と
見
h
、
成
岡
市
抵
紀
に
は
.
駿
河

御
普
請
す
ぎ
.
高
岡
侍
多
儀
公
儀
如
何
と
思
召
候
哉
。
松
平
伯
者
を

始
と
し
て
、
御
隠
居
衆
牛
分
知
行
高
拾
政
三
千
石
、
金
調
陣
へ
御
返
し

被
v
成。
則
成
悶
助
九
郎
も
右
の
内

k
t
.
金
部
へ
引
越
し
.御
家
格
へ

港
公
す
。
と
あ
り
。
右
雨
出
世
紀
の
趣
も
.
体
訟
に
蛾
っ
て
紋
せ
た
る




